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等の M2006prototype 空力形状を有するプロトタイプ機体（オオワシ 1 号機）が 2009 年度に設計・製作さ
れ、2010 年度夏期および 2011 年度夏期にはこのプロトタイプ機体を用いた飛行実験が白老滑空場で実
施された。さらに、超音速飛行に一層適した ATR-GG エンジンを１基搭載しマッハ 2 程度の超音速飛行
までの一連の飛行が可能な第二世代超音速飛行実験機の設計が進められており、その M2011 空力形
状が提案されている。 








M2006prototype 形状と M2011 形状では主翼と尾翼の形状・配置は相似であり、翼幅および胴体外径
は M2006prototype に比して M2011 は 1.5 倍に設定されている。その三面図を図１に示す。 
 
    
   
 















右ロール +10°, ピッチ 0° 












































































の原因は、M2011 は GG-ATR エンジンの採用による所要推進剤搭載量の増加に応じてノーズを延長し
ているためであると考えられる。 




























(3) エルロンが正効きとなる迎角の範囲は M2006prototype の場合-15~+20°、M2011 形状では
-10~+12°である。 
(4) エルロン正効きの迎角範囲を広げるには機体の風見安定性を改善する必要があり、その方法として
垂直尾翼の拡大、ラダー操舵の併用、エンジン推力の増強による所要燃料搭載量の削減（ノーズの
短縮）、等が考えられる． 
  
